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ＫＰ-ＬＲＹ０１は、信号入力でリレーが動作する
ロジックリレーです。３.３Ｖ系、５Ｖ系の信号か
らリレーをコントロールします。

■仕様

■詳細
ＫＰ-ＬＲＹ０１はＤＣ５Ｖ電源で動作します。
以下、リレーが動く動作をリレーＯＮ、停止する動作を
リレーＯＦＦとします。
リレー出力は共通端子(ＣＯＭ端子)とリレーＯＮで閉じる
(ＯＮスイッチ：別名ＮＯ端子)があります。
こちらは通常のスイッチと同じ動作です。
もう一つ、リレーＯＮでスイッチが開く(ＯＦＦスイッチ：別
名ＮＣ端子)を持っています。
こちらは、リレーがＯＮした際に電源を止めたりする用途
に使用できます。
信号入力は約２.４Ｖ以上の電圧でリレーがＯＮに、約１.２
Ｖ以下だとＯＦＦになります。
(１.２Ｖ～２.４Ｖ間はＯＮまたはＯＦＦになるかは不定です )
信号接続端子には３Ｐのコネクタを使用し、電源にも接続
されていますので、センサー等から動作させたい場合は
電源の送りと動作信号を一度に接続できます。
リレーのＯＮ、ＯＦＦは表示ランプＬＥＤ１の点灯状態でも
表示されます。

汎用リレーボード

・本製品およびそれらを構成するパーツ類は、改良・性能向上のため予告なく仕様・外観等を変更する場合がある
ことをあらかじめご了承ください。 
・本製品は組立キットまたは半完成品です。製作作業中の安全確保のため説明書をよくお読みになり、正しい工具
の使用・手順を守ってください。 
・完成品でない商品の性格上、組み立て後の完璧な性能・品質・安全運用等の保証はできません。完成後はお客
様 ( 組立作業者 )ご自身の責任のもとでご使用ください。 
・本製品は機器への組込み他、工業製品としての使用を想定した設計は行っていません。 また、本製品に起因する
直接、間接の損害につきましては当社修理サポートの規定範囲を超えての 補償には応じられません。

電源電圧
消費電流

信号入力抵抗
動作ＯＮ信号電圧
基板寸法

ＤＣ５Ｖ　±１０％
リレーＯＦＦ/消費なし
リレーＯＮ/ 標準４５ｍＡ
(センサー電源送りを除く)
約４７kΩ
２.４Ｖ以上
約３６×３６ｍｍ
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リレー接点(端子配列は図1を参照してください)

ＮＣ端子

ＣＯＭ端子

ＮＯ端子

図１：リレー出力ターミナル

CN４のターミナルはネジ式になっています。
電線の先端をむいたあと、端子横からターミナルに挿入
してください。
電線取り付けネジを締めることで接続が完了します。

ターミナル上部の電線取り付けネジは、緩めたままだと
上部からテスター等での導通試験はできません。
このネジは電線締め付け用のため、ネジと回路との接続は
一定しません。

電源はＤＣ５Ｖが必要です。消費電流はリレーＯＮの場合
のみで標準４５ｍＡです。
余裕を含め１００ｍＡ以上供給可能な電源に接続してください。
接続端子はＣＮ３またはＣＮ２です。
ＣＮ３はセンター＋、φ２.１ｍｍのＤＣジャックです。
これらに適合するＤＣプラグで接続してください。
ＣＮ２は基板上の電線／ピン端子の接続穴になっています。

図２：ＣＮ２の信号名

ＣＮ２上部の＋－の記号に従って接続してください。
ＣＮ２は電源出力も兼ねています。
ＣＮ２とＣＮ３は基板上で接続されています。
ＣＮ３に供給した電源をＣＮ２から取り出して他の機器に
電源供給ができ、また複数のＫＰ-ＬＲＹ０１に電源供給に
も使用できます(電源の順送り)。
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■弊社製品：ドップラーセンサー／ＫＰ-ＨＷＭ１０の外部リレーとして接続する場合

電源＋

信号

電源－

図４：ＫＰ-ＨＷＭ１０との接続

ＫＰ-ＨＷＭ１０

ＫＰ-ＨＷＭ１０付属ケーブル

図３：ＣＮ１の信号線

ＣＮ１が信号入力端子です。
ＣＮ１信号名は図３を参照してください。
信号端子は汎用的な配列となっており、信号線を電源で挟んだ
並びを採用しています。
おなじくＫＰ-ＨＷＭ１０も、この形式の端子となっており、ＫＰ-Ｈ
ＷＭ１０に付属するハーネスのコネクタをそのまま接続すると結
線が完了します
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ＫＰ-ＨＷＭ１０の電源もＣＮ１から供給されるため、他に接続作業はありません。

■汎用ロジックリレーとして使用する場合

本基板のＣＮ１には、ＣＮ３またはＣＮ２からの電源が供給されています。
この端子を操作機器の電源としても使用可能です。

信号名は図３を参照してください。
基本的な接続は動作させる機器の[ＧＮＤ]と本基板ＣＮ１の[－]端子および機器の[信号]をＣＮ１の[ＩＮ]端子に接続します。

ＧＮＤ

各種マイコン
Arduino
Raspberry Pi
MESH GPIO
・・・等

本機は汎用のリレーボードですので、いろいろな機器の信号出力からリレーを動作させることができます。
Ａｒｄｕｉｎｏ(Ｉｏ＝５Ｖ、Ｉｏ＝３.３Ｖ共に使用可能 )や、Ｒａｓｐｂｅｒｒｙ Ｐｉをはじめとするプロトタイピングボードから
リレーを動作させる用途にも最適です。

本基板とドップラーセンサー／ＫＰ-ＨＷＭ１０を接続した場合、ＫＰ-ＨＷＭ１０が電波を送信する動作を行うため、接続線にも
電波が乗る現象が発生します。これにより、ＫＰ-ＨＷＭ１０の検出エリアだけではなく、接続線の近くでも動く物体があると
検出してしまう場合があります。この現象はドップラーセンサー特有の現象で、他のセンサーでは見られません。

本製品はホビー用途向けに設計・製造されています。
生命や財産等に関わる重要な用途での使用については当社はいかなる補償の責を負いません。

■電源の接続

■接続

【注意】

◎コラム◎

[ＩＮ] 端子
信号

[－] 端子

( 本ボードには付属しません )

←ＤＣ５Ｖを入力する (ＣＮ３またはＣＮ２）


